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１ 戦略の基本的な考え方 

１   戦略の基本的な考え方 

 

(1)趣旨 

本市は、青森県の県庁所在都市及び交通・行政・経済・文化の中心都市としての都市機能が集

積し、国内外を繋ぐ陸・海・空の交通結節点機能を有するとともに、八甲田連峰や陸奥湾などの

美しい自然に囲まれ、りんごやバサラコーン、ホタテ、ナマコなど多彩で豊富な食資源、日本を

代表する火祭り「青森ねぶた」や世界遺産の三内丸山遺跡といった魅力的な文化や歴史など、様々

な地域資源を有しています。 

本市の経済は、近年の産業構造に大きな変化はなく、令和元年度における市内総生産額 1 兆 197

億円のうち、第 1 次産業が 78 億円（0.8%）、第 2 次産業が 942 億円（9.2%）、第 3 次産業が 9,177

億円（90.0％）となっており、中でも就業者数が最も多い卸売業・小売業をはじめとする第 3 次

産業は、労働生産性が比較的低い傾向にあるものの、情報通信産業の増加率（平成 23 年度－令和

元年度比較）は大きく、成長産業として期待されています。 

また、一人当たりの市民所得は近隣他市の水準には及ばず、さらには域内の地域経済循環率は

約 9 割となっており、市外への所得流出が発生しています。 

加えて、急速な人口減少及び少子高齢化に伴う市場規模の縮小や労働力人口の不足、コロナ禍

を契機としたデジタル化の進展、コロナ禍後のインバウンド需要の回復、脱炭素社会の実現に向

けた取組促進の動き、さらには EC の拡大など、本市産業を取り巻く環境が大きく変化していま

す。 

特に、人口減少については、令和 4 年における年齢別市外転入出者数は、18 歳から 23 歳の社

会減（△723 人）が、全体の社会減（△768 人）の 9 割以上を占めており、進学や就職を契機とし

た若年層の人口流出が大きな課題となっていることから、魅力的なしごと創りを進めることが大

きく求められています。 

このようなことから、市民所得の向上や雇用の促進など地域経済の活性化を図るため、産業、

学術、金融、行政の各分野の委員やオブザーバーからなる「青森市しごと創造会議」を令和 5 年

8 月に立ち上げ、地域経済の分析により抽出した強みや弱み、社会経済環境の変化等を踏まえ、本

市経済の重要課題として「DX 分野」「GX 分野」「観光分野」「マーケティング分野」を特定す

るなど、7 回にわたり会議を開催してきました。 

「青森市しごと創造戦略」は、会議での意見や取組の提案を踏まえ、第 1 次産業から第 3 次産

業までの幅広い分野において、産学金官が、「共創」により取り組む青森市のしごと創りに向けた

指針として策定します。 

 

(2)対象期間 

本戦略は、令和 6（2024）年度から令和 15（2033）年度の 10 年間を対象期間とします。 
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2 戦略の体系図 

２   戦略の体系図 

 

本戦略は、「地域経済に活力を生み出す新産業の創出」、「時代を先導する産業の競争力・基盤強

化」、「域内外の需要を獲得する産業の育成」、「国内外からの誘客につなげる観光の振興」及び「未

来を切り拓く産業人材の育成・確保」の 5 つの「戦略の柱」を掲げ、これらを推進するため、「GX

関連産業参入・脱炭素経営の推進」や「成長分野等の企業立地」をはじめとする 13 の「共創施策」

を位置付け、体系化しました。 

このうち、「未来を切り拓く産業人材の育成・確保」は、本戦略の実現に向けた原動力となるた

め、各「戦略の柱」に共通する視点として捉え、取組を推進していきます。 

 

青森市しごと創造戦略の体系図 
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3 戦略の柱と共創施策 

３   戦略の柱と共創施策 

 

共創施策の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

施策の展開 

共創プロジェクト 

各「共創施策」を取り巻く社会情勢や

本市の現状と課題を記載しています。 

「現状と課題」を踏まえた取組内容を

記載しています。 

「施策の展開」を実現するため、今後、

産学金官が連携して新たに取り組むプ

ロジェクト（既存の取組の拡充や見直

しを含みます。）を記載しています。 

重要業績評価指標（KPI） 

「施策の展開」の進捗状況を定量的に

測定するための指標として記載して

います。 

「施策の展開」に寄与する現在の主な事業 

「施策の展開」に寄与する取組とし

て、産業、学術、金融、行政の各分野

で既に実施している事業を記載して

います。 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 1 地域経済に活力を生み出す新産業の創出 

 

 

 青森港の基地港湾指定を契機とした洋上風力関連産業への参入支援などを通じて、GX 関連産

業への参入・脱炭素経営を推進するとともに、多様な進出形態等に対する受入態勢の整備や脱炭

素化に関するニーズへの対応、立地後のフォローアップなどにより、成長分野等の企業立地に取

り組みます。 

 また、起業・創業等への支援をはじめ、若者への起業マインドやチャレンジマインドの醸成な

どにより、仕事・新規事業創出を推進します。 

 

 

 

 

戦略の柱 1 地域経済に活力を生み出す新産業の創出 

4



3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 1 地域経済に活力を生み出す新産業の創出 

 共創施策 1  GX関連産業参入・脱炭素経営の推進 

 

(1)現状と課題 

・青森港は、2024 年 4 月に洋上風力発電事業の基地港湾の指定を受けたことから、市内事業者の

関連産業への参入に向けた機運が高まっています。 

・国は、2020 年 10 月に「2050 年までにカーボンニュートラルを目指すこと」、青森県は、2021

年 2 月に「2050 年温室効果ガス排出実質ゼロを目指すこと」を宣言し、本市は 2024 年 3 月に

2050 年までに温室効果ガス排出実質ゼロを目指す「青森市ゼロカーボンシティ宣言」を表明し

ました。 

 

(2)施策の展開 

・市内事業者の洋上風力発電関連人材の育成支援やサプライチェーン参入に向けた支援により、

洋上風力発電関連産業の育成を促進します。 

・再生可能エネルギーの活用に向けた取組の支援や、企業の GX 推進に対する機運醸成などによ

り、市内事業者の育成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)共創プロジェクト 

・「施策の展開」を実現するため、産学金官の連携により、以下のプロジェクトの事業化に向け

て取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共創プロジェクト①  洋上風力発電事業への市内事業者の参入支援 

 

 市内事業者の洋上風力発電に関する専門人 

材の育成・確保やサプライチェーン参入に向 

けた取組について研究し、事業化を目指しま 

す。 

 

 取組主体   産業、学術、金融、行政 

 

基地港湾イメージ写真（出典：令和 3 年版 国土交通白書） 油川ふ頭周辺航空写真 

洋上風力発電に関する専門人材育成イメージ写真 

（風と海の学校あきた 男鹿海洋高校潜水プール） 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 1 地域経済に活力を生み出す新産業の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)重要業績評価指標（KPI） 

指標とその説明 基準値 目標値 

青森港を利用する洋上風力発電事業者数 

海洋再生可能エネルギー発電設備整備促進区域の

公募占用計画に、青森港を基地港湾として利用す

る旨を記載し、洋上風力発電事業を行う者として

選定された事業者数（2023 年度からの累計） 

0 件 

(2023 年度) 
3 件 

 

(5)「施策の展開」に寄与する現在の主な事業 

①海風を捕まえろ！風車キットワークショップ in 青森（NPO 法人青森風力エネルギー促進協

議会【産業】【学術】【金融】） 

・小・中学生等を対象に、風車キットを組み立て、実際の風車の仕組みを保護者と一緒に勉

強してもらうワークショップを開催 

②環境・エネルギー対策資金（GX 関連）（株式会社日本政策金融公庫【金融】） 

・GX 推進計画を実施するために必要な設備資金および長期運転資金を融資し、再生可能エ

ネルギー導入等の支援を実施 

③中小企業等グリーントランスフォーメーション（GX）推進事業（青森県【行政】） 

・県内中小企業の GX を推進するため、デジタル技術を活用した脱炭素型化と生産性向上の

両立に資する設備の導入を支援するとともに、アドバイザーの派遣や意識啓発のためのセ

ミナー及びグリーン成長戦略関連産業への参入に向けた研修会を行う 

 

  

 

 共創プロジェクト②  市内事業者・立地企業の脱炭素化の推進 

 

市内事業者の脱炭素化に向けた取組や、再 

生可能エネルギーを付加価値とした企業立地 

に向けた取組を研究し、事業化を目指します。 

 

 取組主体   産業、金融、行政 

 

 

イメージ写真（青森市ゼロカーボンシティ宣言） 

 

海風を捕まえろ！風車キットワークショップ in 青森 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 1 地域経済に活力を生み出す新産業の創出 

 共創施策 2  成長分野等の企業立地 

 

(1)現状と課題 

・青森港は、2024 年 4 月に洋上風力発電事業の基地港湾の指定を受けたことから、市内事業者の

関連産業への参入に向けた機運が高まっています。（再掲） 

・青森港は、他港と比較して、年間を通じて静穏度が高いことから、洋上風力発電事業の拠点港

として優位性があります。 

・ICT を活用した地方拠点の開設やサテライトオフィスの活用、再生可能エネルギーを重要視し

た工場立地など、企業の進出形態が多様化しています。 

 

 
     青森中核工業団地（青森市大字合子沢地区・野木地区） 

 

(2)施策の展開 

・静穏度が高いという青森港の優位性を活かし、洋上風力発電事業における青森港の持続的な利

用に向けた取組を行うことにより、関連産業の集積を図ります。 

・多様な進出形態や業種に対応した受入態勢の整備、脱炭素化のニーズへの対応、本市の立地環

境の積極的なプロモーション展開などにより、企業の立地を進めます。 

・立地後のニーズを踏まえたフォローアップにより、立地企業の定着や事業拡大、地域企業との

企業間連携を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森市誘致企業との基本協定調印式 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 1 地域経済に活力を生み出す新産業の創出 

(3)共創プロジェクト 

・「施策の展開」を実現するため、産学金官の連携により、以下のプロジェクトの事業化に向け

て取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共創プロジェクト①  洋上風力発電事業プロジェクト誘致による企業立地 

 

 青森港を基地港湾として利用する複数の洋 

上風力発電事業プロジェクト誘致と風車メー 

カーや部品等のサプライヤーなどの関連産業 

の集積に向けた取組を研究し、事業化を目指 

します。 

 

 取組主体   産業、金融、行政 

 

 共創プロジェクト②  浮体式洋上風力発電のハブ港化 

 

浮体式洋上風力発電の浮体式基礎の製造や 

風車の組立・保管・出荷に係る機能を有する 

ハブ港化に向けた取組を研究し、事業化を目 

指します。 

 

 取組主体   産業、金融、行政 

 共創プロジェクト③  市内事業者・立地企業の脱炭素化の推進 

 

 市内事業者の脱炭素化に向けた取組や、再生可能エネルギーを付加価値とした企業立

地に向けた取組について研究し、事業化を目指します。（再掲） 

 

 取組主体   産業、金融、行政 

（出典：浮体式洋上風力発電所に対応した基地港湾の最適 

            

（出典：洋上風力発電を通じた地域振興ガイドブック） 

洋上風力発電関連産業集積イメージ写真 

浮体式洋上風力発電のハブ港イメージ画像            

な規模について（令和 3 年 10 月 国土交通省港湾局）） 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 1 地域経済に活力を生み出す新産業の創出 

(4)重要業績評価指標（KPI） 

指標とその説明 基準値 目標値 

青森港を利用する洋上風力発電事業者数 

海洋再生可能エネルギー発電設備整備促進区域

の公募占用計画に、青森港を基地港湾として利

用する旨を記載し、洋上風力発電事業を行う者

として選定された事業者数（2023 年度からの

累計）（再掲） 

0 件 

(2023 年度) 
3 件 

立地事業所数 

市と立地協定を締結して、本市へ新たに開設さ

れた事業所数 

3 件 

（2023 年度） 
3 件 

 

(5)「施策の展開」に寄与する現在の主な事業 

 ①誘致企業等立地支援事業（青森市経済部経済政策課【行政】） 

・企業立地を促進するため、本市への立地時における初期投資や雇用の状況に応じて各種補

助金を交付 

 ②あおもり新しい働き方支援事業（青森市経済部経済政策課【行政】）  

  ・新型コロナウイルスの影響による首都圏等の企業や県外居住者の志向変化を踏まえ、サテ

ライトオフィスの立地を始めとする企業誘致を促進するため、青森圏域の連携の下、首都

圏等の企業に向けた本市の立地環境のプロモーションなどを実施 

 ③成長産業対応型誘致促進事業（青森県【行政】） 

  ・成長産業の立地を促進するため、国内外企業の立地意向調査を行うとともに、プロモーシ

ョン活動や視察受入れを実施 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 1 地域経済に活力を生み出す新産業の創出 

 共創施策 3  仕事・新規事業創出の推進 

 

(1)現状と課題 

・AOMORI STARTUP CENTER を利用した市内創業者数は、2022 年度は 99 件、2023 年度は

80 件と、近年大幅に増加しています。 

・進学や就職を契機とした若者の域外流出が継続しており、魅力ある仕事が不足していることが

要因の一つに挙げられます。 

・若者の起業意識が低い一方で、意欲や能力のある若者等は、自ら起業または社会イノベーショ

ンの実現ができる仕事に就く傾向があります。 

 

AOMORI STARTUP CENTER 創業者数（青森市内） 

 

出典：青森市しごと創造課調べ 

 

(2)施策の展開 

・起業・創業から事業者の経営相談や第二創業などの新たな事業展開までをきめ細やかに支援し、

魅力ある仕事の創出を図ります。 

・セミナー等による地元事業者のチャレンジマインドの醸成や、成長意欲の高い事業者への支援

等を通じ、スタートアップの創出を図ります。 

・高校や大学等と連携した起業マインドの涵養などを通じ、学生をはじめとする若者が起業を目

指す機運の醸成を図ります。 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 1 地域経済に活力を生み出す新産業の創出 

 (3)共創プロジェクト 

・「施策の展開」を実現するため、産学金官の連携により、以下のプロジェクトの事業化に向け

て取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)重要業績評価指標（KPI） 

指標とその説明 基準値 目標値 

創業件数 

AOMORI STARTUP CENTERの支援による市

内での年間創業件数 

80 件 

(2023 年度) 
80 件 

 

(5)「施策の展開」に寄与する現在の主な事業 

 ①地域企業ビジネス支援拠点運営事業（青森市経済部しごと創造課【行政】、青森商工会議所 

【産業】、東青ビジネスサポート協議会【産業】【学術】【金融】【行政】） 

・地域経済の活性化を図るため、起業・創業から地域企業の経営相談・新事業展開までワン

ストップで対応する東青地域のビジネス支援拠点「AOMORI STARTUP CENTER」を運

営し、セミナーや交流会、ワークショップなどを開催 

②地域ベンチャー支援事業（青森市経済部しごと創造課【行政】） 

・地域を牽引するスタートアップの育成を図るため、協業や資金調達など新たなリソースの

獲得を目的としたイベントの開催や短期間で集中的に成長を促す支援プログラムを実施 

 ③学生ビジネスアイデアコンテスト開催事業（青森市経済部しごと創造課【行政】、市内 6 大学

【学術】他） 

・学生等の起業マインドやチャレンジマインドの醸成を図るため、市内大学等の学生による

東青地域の課題解決等を対象としたビジネスアイデアコンテスト「Aomori Business 

Challenge GATE」を開催 

 ④起業・創業支援（市内各金融機関【金融】） 

  ・起業・創業やスタートアップ等における資金調達の相談や、創業希望者及び創業者の課題

解決をサポートするために外部専門機関と連携した支援体制を構築 

 共創プロジェクト①  若年層への新たな起業・創業支援 

 

 若年層を主なターゲットに、持続的なビ 

ジネス展開が可能となるプランを産学金官 

の連携により立案、提供し、伴走支援を通 

じて魅力的なしごとの創出につなげる支援 

スキームについて研究し、事業化を目指し 

ます。 

 

 取組主体   産業、学術、金融、行政 

 
イメージ写真（AOMORI STARTUP CENTER） 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 1 地域経済に活力を生み出す新産業の創出 

 ⑤あおもり創業・起業支援強化事業（青森県【行政】） 

・魅力あふれる多様なしごとづくりや、創業による地域社会への貢献度向上のため、若者・

女性・UIJ ターン創業の推進や地域課題解決型創業の促進に取り組むとともに、関係機関

と連携した支援体制の充実により、堅実な創業・起業を促進 

⑥あおもりスタートアップ推進事業（青森県【行政】） 

・青森県の経済成長と社会課題の解決を加速させるため、イノベーションの原動力となるス

タートアップの創出に向けたネットワークの拡充や、産学官金のリソースを結集した事業

化支援、創業時や創業初期の事業拡大に要する経費の補助とともに、担い手となる人財の

育成に取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森市学生ビジネスアイデアコンテスト あおスタ起業塾 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化 

 

 

  市内事業者への DX 導入に向けた支援や本市の成長産業である情報通信事業者の育成などを

通じて、DX・デジタル化を推進するとともに、市内の生産者と事業者間の連携による本市なら

ではの農林水産物を活用した新商品・サービスの開発支援など、付加価値・ブランド力の向上

を図ります。 

  また、事業継続に向けた支援や自然環境の変化等に伴う相談体制の構築などにより、経営の

安定化・基盤強化に取り組みます。 

 

 

 

 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化  
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化 

共創施策 1  DX・デジタル化の推進 

 

(1)現状と課題 

・市内総生産額の約 9 割を占める第 3 次産業は労働生産性が低く、その引き上げに向けた取組が

求められています。 

・県内では、DX の必要性を認識しているが取り組めていない中小企業が多い状況にあります。 

・本市の情報通信産業は、市内総生産額の増加率が大きい成長産業となっています。 

・本市において DX に精通した人材が不足しています。 

・県内の IT 企業は、経営上の理由から、本市よりも首都圏の仕事を引き受ける傾向にあります。 

 

(2)施策の展開 

・市内の第 1 次産業から第 3 次産業に対する DX の意識醸成やコンサルティング等により、DX

導入や DX 副業人材の活用、キーパーソンの育成を支援し、DX による新たなビジネスモデル

の創出や人手不足の解消、労働生産性の向上を図ります。 

・市内の様々な業種・企業の DX 導入をサポートできる市内情報通信業者を支援・育成し、支援

者側のスキルアップを通じた、DX 支援体制の強化を図ります。 

・DX に関わる様々な事業者間の連携による DX 人材の育成やノウハウの共有などを通じ、DX 推

進の好循環の形成を目指します。 

 

(3)共創プロジェクト 

・「施策の展開」を実現するため、産学金官の連携により、以下のプロジェクトの事業化に向け

て取り組みます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共創プロジェクト①  第 1 次産業における DX の推進 

 

ロボット技術や ICT をはじめとする先端技 

術の導入などアグリテックによる農林水産業 

の DX 推進に向けた取組について研究し、事 

業化を目指します。 

 

 取組主体   産業、行政 

 

 イメージ写真（油川地区におけるドローンによる薬剤散布） 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共創プロジェクト②  副業人材を活用した地域企業の DX の推進 

 

DX に精通している人材が不足している本 

市において、労働力不足の解消や専門性の補 

完として、副業人材を活用した地域企業の D 

X の推進に向けた取組について研究し、事業 

化を目指します。 

 

 取組主体   産業、行政 

イメージ画像 

 共創プロジェクト③  市内情報通信事業者等の支援・育成 

 

 情報通信関連の学部を有する大学との連携 

のもと、市内情報通信事業者をはじめとする 

市内企業等におけるデジタルリテラシーを有 

する人材育成・獲得に向けた取組について研 

究し、事業化を目指します。 

 

 取組主体   産業、学術、行政 

イメージ画像 

 共創プロジェクト④  DX 推進コミュニティの形成 

 

地域企業・支援機関・情報通信事業者等の 

事業者間の相互交流・相互支援を促進する D 

X 推進コミュニティの形成に向けた取組につ 

いて研究し、事業化を目指します。 

 

 取組主体   産業、学術、金融、行政 

イメージ写真 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化 

(4)重要業績評価指標（KPI） 

指標とその説明 基準値 目標値 

IT ツール等導入事業者数 

国の補助制度の活用などにより、IT ツール等を

導入した市内事業者数（2023 年度からの累計） 

91 件 

（2023 年度） 
631 件 

スマート農業機器導入件数 

市の補助金等を活用してスマート農業機器を導

入した件数 

10 件 

（2023 年度） 
30 件 

 

(5)「施策の展開」に寄与する現在の主な事業 

 ①地域企業 DX 推進事業（青森市経済部しごと創造課【行政】） 

・DX ロールモデルを創出し、地域企業の DX を推進するために、コンサルティング能力を

持つ業者による市内中小企業者に対する DX 診断を通じ、個々の経営環境に応じたデジタ

ルツールの提案・導入を促進するなど、きめ細かに支援 

 ②スマート農業普及対策事業（青森市農林水産部農業政策課【行政】） 

  ・農作業の省力・軽労化を進めるとともに、次世代を担う若手農業者の育成・確保を図るた

め、スマート農業技術の導入を支援 

 ③伴走型 IT・DX 支援（あおもり創生パートナーズ株式会社【金融】） 

  ・地域企業の DX を推進するため、中小企業の IT・DX 支援に積極的に取り組んでいる IT

関連企業との業務提携により、分野を問わず幅広い課題解決を可能とする体制を構築し、

IT ソリューション紹介や DX コンサルティング等の伴走型支援を実施 

 ④デジタルトランスフォーメーション推進事業（総合的支援体制）（青森県【行政】） 

  ・産業分野の DX を推進するために、事業者からの相談受付や伴走支援、コンサルティング

までワンストップで対応する総合窓口を運営し、県内事業者の新ビジネス創出や生産性向

上に向けて支援するとともに、DX に関する普及啓発を実施 

 

 

 

 

青森市地域企業 DX 推進支援プログラム キックオフイベント 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化 

共創施策 2  付加価値・ブランド力の向上 

 

(1)現状と課題 

・地域間での競争力強化に向け、付加価値向上による生産性向上を図る必要があります。 

・ヒット商品を作るために、スピード感とオリジナリティを出すなど、他社商品・他産地との差

別化による優位性の確保が重要となっています。 

 

(2)施策の展開 

・縄文文化や棟方志功など、本市独自の歴史・文化・アートの要素を取り入れた商品の開発・磨

き上げを支援し、付加価値及びブランド力の向上を図ります。 

・市内の生産者や事業者間のネットワークの構築を図り、本市の農林水産物や技術を活用した新

商品・新サービスの開発を支援し、新たな付加価値の創出を図ります。 

・本市ならではの農林水産物について、ニーズの的確な把握に努め、生産段階から販売・流通ま

での各段階に応じた支援等により、地域ブランド化・高付加価値化を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)共創プロジェクト 

・「施策の展開」を実現するため、産学金官の連携により、以下のプロジェクトの事業化に向け

て取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共創プロジェクト①  高速・高鮮度による高付加価値化 

 

 物流拠点としての機能を生かし、航空機や 

新幹線を活用した高速輸送により、高い鮮度 

のまま実需者に届ける取組について研究し、 

事業化を目指します。 

 

 取組主体  産業、行政 

あおもり産品キャッチフレーズ 

ロゴマーク 

イメージ写真 

イメージ写真 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)重要業績評価指標（KPI） 

指標とその説明 基準値 目標値 

ふるさと納税返礼品の新規登録商品数 

市産農水産物を活用したふるさと納税返礼品の

新規登録商品数 

67 件 

（2023 年度） 
67 件 

 

(5)「施策の展開」に寄与する現在の主な事業 

①あおもり産品ブランド価値向上推進事業（青森市農林水産部あおもり産品支援課【行政】） 

  ・農水産物の高付加価値化と農水産業者等の所得向上を図るため、6 次産業化に向けた取組

を持続的に発展させ、かつ本市農水産資源である「あおもり産品」を活用し新たな付加価

値を創出しようとする生産者や事業者等を支援 

 ②あおもり産品販売促進事業（あおもり産品販売促進協議会【産業】【行政】） 

  ・市産農林水産品の域内外での販路拡大とブランド力の向上を図るため、あおもり産品の

PR やトップセールスを展開するほか、商談会や展示会等へ出展する事業者等の支援 

    

 共創プロジェクト②  地場産原材料を使用した新たなビジネスモデルの創出 

 

  地場産原材料を使用した付加価値の高い商 

品の開発からマーケティング、プロモーショ 

ン、販売まで、地域の食品産業を中心とした 

多様な関係者が連携して実施する取組につい 

て研究し、事業化を目指します。 

 

 取組主体   産業、行政 

 共創プロジェクト③  農産物の機能性等に着目した差別化と高付加価値化 

 

 機能性（栄養や嗜好など）や独自性（GI 登 

録産品など）に着目し、機能性表示食品の開 

発などの高付加価値化や農産物の他産地との 

差別化による訴求力向上と販路拡大について 

研究し、事業化を目指します。 

 

 取組主体   産業、行政 

イメージ写真（ホタテを使用した加工品） 

イメージ写真（特徴的な農産物） 

18



3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化 

 ③「A!Premium」の利用促進事業（青森県【行政】） 

  ・事業者の新たなビジネスチャンスの獲得、農林水産品の一層の流通拡大、生産者等の所得

向上等を図るため、「スピード輸送」「高鮮度」の付加価値の高い物流により、農林水産品

の国内外への流通拡大を物流面で支援 

 ④インバウンド向け本県商品魅力向上・発信事業（青森県【行政】） 

・インバウンドの土産品等の購入需要に対応するため、首都圏ライフスタイルショップ企業

と連携し、県内事業者によるインバウンド向け商品の開発や魅力向上を支援するとともに

実店舗等でのテストマーケティングを実施 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化 

 共創施策 3  経営の安定化・基盤強化 

 

(1)現状と課題 

・青森県の経営者の平均年齢は比較的高く、2023 年の後継者不在率が過去最高となるなど、後継

者の不在が廃業の要因の一つとして懸念されています。 

・地球温暖化に伴う自然環境の変化により、既存事業が継続できず事業転換せざるを得ない状況

となることが危惧されています。 

 

青森県後継者不在率推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：株式会社帝国データバンク    

 

(2)施策の展開 

・各事業者のニーズに応じた経営指導や相談対応、後継者育成、各種融資制度などによる事業継

続に向けた支援を通じて、雇用の確保と地域経済の維持を図ります。 

・自然環境の変化等に伴い、養殖業における新たな漁業品種の研究・開発や漁業品種の転換へ向

けた相談体制の構築などの支援を行い、漁業経営の安定を図ります。 

 

 

 

 

2023 年後継者不在率 

過去最高 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化 

(3)共創プロジェクト 

・「施策の展開」を実現するため、産学金官の連携により、以下のプロジェクトの事業化に向け

て取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)重要業績評価指標（KPI） 

指標とその説明 基準値 目標値 

AOMORI STARTUP CENTER相談者数 

AOMORI STARTUP CENTERの年間相談者数 

329 人 

（2023 年度） 
329 人 

 

(5)「施策の展開」に寄与する現在の主な事業 

①地域企業ビジネス支援拠点運営事業（青森市経済部しごと創造課【行政】、青森商工会議所

【産業】、東青ビジネスサポート協議会【産業】【学術】【金融】【行政】） 

  ・地域経済の活性化を図るため、起業・創業から地域企業の経営相談・新事業展開までワン

ストップで対応する東青地域のビジネス支援拠点「AOMORI STARTUP CENTER」を運

営し、セミナーや交流会、ワークショップなどを開催（再掲） 

 共創プロジェクト①  多様な形態の事業承継支援 

 

 起業・創業希望者と事業承継を検討する市 

内事業者とのマッチングや移住・定住策と事 

業承継の連携など、起業・創業や移住・定住 

と事業承継を組み合わせた取組について研究 

し、事業化を目指します。 

 

 取組主体   産業、行政 

 共創プロジェクト②  まちづくりを支援する資金調達スキームの構築 

 

金融機関等との連携のもと、経営上の課題 

や地域課題の解決などを通じて、域内経済の 

活性化に貢献する事業者を支援する資金調達 

スキームについて研究し、事業化を目指しま 

す。 

 

 取組主体   産業、金融、行政 

イメージ写真 

イメージ写真 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 2 時代を先導する産業の競争力・基盤強化 

②つくり育てる漁業推進事業（青森市農林水産部水産振興センター【行政】） 

  ・ホタテガイ養殖業に頼らない漁業構造にするため、ナマコ・ワカメ種苗の安定生産を進め

るとともに、陸奥湾産マボヤ天然採苗の更なる効率化に向けた試験等、新たな魚種の開発

も進めながら漁業経営の安定を図る 

③事業承継マッチング支援（株式会社日本政策金融公庫【金融】） 

  ・地域で必要とされる事業を次代につなぐため、後継者がいないことなどを理由に「事業を

譲り渡したい」と考える方と、創業や事業拡大等に向けて「事業を譲り受けたい」と考え

る方をつなぐマッチングサービスを実施 

 ④経営承継支援事業（あおもり創生パートナーズ株式会社【金融】） 

  ・円滑な事業承継に向けて、自社株対策や資産承継方法等、事業承継の検討から実行までの

総合的なサポートや、後継者問題解決のための M&A、企業の持続的成長・事業戦略として

の M&A のサポートを実施 
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3 戦略の柱と共創施策 

戦略の柱 3 域内外の需要を獲得する産業の育成 

 

 

 地場産原材料を使用した製品づくりをはじめ、市内事業者間での取引の推進などにより、地域

内経済循環の向上を図ります。 

 また、陸・海・空の交通結節点機能の活用やソーシャルメディア等を通じた市産品の魅力発信、

観光と物販の連動による新たな顧客獲得、ネット販売など、物流・EC を活用した販売力強化に取

り組みます。 
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